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「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、

私
は
「
学
校
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
持
ち
込
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
の

理
由
は
三
つ
あ
る
。 

第
一
に
実
現
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
い
る

生
徒
は
ほ
ぼ
半
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
ク
ラ
ス
で
も
同
様
だ
と
思
わ
れ
る
。
マ
イ
ボ
ト
ル
が

普
及
し
て
い
る
の
で
、
学
校
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
提
案
は
実
現

性
が
高
い
と
考
え
て
よ
い
。 

第
二
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ
る
生
態
系
・
海
洋
汚
染
が
い
ま
深
刻
化
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
廃
棄
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
定
量
が
海
洋
投
棄
さ
れ
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
し
て
生
態
系
を
脅
か
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
携
行
性
が
高

い
分
、
廃
棄
す
る
場
所
に
困
る
こ
と
が
あ
り
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
河
川
を
経
て
海
に
漂
い
、
や
が
て
分
解
さ
れ
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
化
し
て
い
く
。
小
動
物
→
魚
類
→
人
間
と
い
う
食
物
連
鎖
の
結
果
、
ヒ
ト
の
体
内
に

蓄
積
さ
れ
、
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

第
三
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
大
量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
の
象
徴
的
物
質
で
あ
る
か
ら
だ
。
実

際
、
一
九
五
〇
年
以
降
の
生
産
総
量
は
約
八
三
億
ト
ン
で
、
廃
棄
総
量
約
は
約
六
三
億
ト
ン
に

上
っ
て
い
る
。
環
境
省
は
、
現
状
の
ペ
ー
ス
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
一
二
〇
億
ト
ン
以
上

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
埋
め
立
て
・
自
然
投
棄
さ
れ
、
海
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
魚
類
の
量
よ
り

も
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
見
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
学
校
に
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
新
た
な
ル
ー
ル
は
、
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
課
題
に
対
す
る
意
識
向
上
に

大
い
に
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
私
た
ち
は
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
学
校
に
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
提
案
は
こ
の
課
題
に

関
す
る
第
一
歩
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。 


